


 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  ○   

事業の効果       ○  

特記事項 

（評価理由等） 

① 最新パンフレットで案内できた。  

② パンフの数量も心配なく配布可能となった。 

 

■今後の取組予定 

① 弊会は篠ノ井の持つ貴重な歴史の名残を未来の街づくりに繋げていくためにこの町のポテンシャル

の高い文化財や歴史、風土、を市民に伝える活動を真剣に考え活動している。20 年にわたり、その

地道な努力が認められ、今年度は、「長野県文化財保護功労賞」を受賞できた。これらを踏まえこれ

からの 10 年後の篠ノ井を創る人材育成を主眼とした取り組みを推進していく。 

 

② パンフの積極的活用を目指し、再度方法を考慮し、小中学校の出前授業での郷土の歴史を学ぶ機会を

働きかけていきたい。今年度は、「大久保薫齋、敏齋」、「芝沢区の大獅子、山車」に焦点を当てた歴

史探訪会を行ってきたが、成果が徐々にみられたことから、テーマを絞った取組みを行っていく。 

 

③ パンフレットの内容についても時代の変化に応じ常に新鮮な情報に変えて行かなければならない。

パンフを作成後経過の年数が多いものも存在し、常に問題がないかなどの再チェックは必要である

関係区長や学識経験者などと意見交換し見直しや内容のリニュアル化や再精査の時期でもある。市

誌編纂事業と並行し、再々度の校正及び内容の見直しに着手していきたい。 

 

④ 地元の歴史の学習や歴史保護的な日常の様々な活動は、個人の意識向上が原点である。そのために 

近い将来（３年後を想定して）の篠ノ井市誌編纂事業へと繋げる史資料の収集を足がかりにして情報

の新鮮化させる活動を深度化させていかなければならないと考えている。 

 

 















事業名

団体名
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支所発地域力向上支援金　事業評価（篠ノ井支所） 令和7年2月3日

効果があった

　　これまでと同様に、篠ノ井を訪れた人への情報提供として、また地域内の教育施設

 への無償提供など、パンフレットによる情報発信と現地案内など地域史を伝える学びの

普通 見込める 大いに見込める

　  過去に作成された篠ノ井の史跡・名所を紹介するパンフレットの内容見直しによる

必要性があった

効　果

4 5

特に効果があっ
た

1

見込めない あまり見込めない

 地域の魅力を発信し続けていただきたい。

支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

 改訂が行われ、最新情報が掲載された見やすいものとなった。

 活動をすることで、篠ノ井地域への関心が高められることを期待する。

 　 篠ノ井の持つ歴史、文化財など貴重な地域資源を未来の町づくりにつなげていくため、

篠ノ井史跡・名所巡りパンフレットの改訂事業

必要性

将来性

1 2

3

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通

2

(基準様式第３号)

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通

3 4 5

大いに必要性
があった

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分 教育文化活動

2 41 3

篠ノ井歴史の会


